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2 .  方法













2 . 2   分析対象文献の抽出
　検索で得た文献から，タイトルおよび抄録内容を

























3 .  結果























3 . 2   抽出論文の項目分類






























3 . 2 . 5   研究手法
　質的研究法を16件の文献が用いていた．そのデー
（件）
　　　　　年代（年） 1982～ 　1993～ 　1998～ 　2003～ 　2008～
　キーワード 1992年 1997年 2002年 2007年 2012年
#1 放射線療法／がん看護／看護師 0 0 4 31 67 102
#2 ＃1＋原著論文 0 0 0 12 12 24
























































 分析法 統計分析 1
内容分析 9
ｋｊ法 2
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